
 

 

令和５年度 事業報告 

 

令和５年度においては、ＪＲ各社および鉄道弘済会のご援助により、計画した事業を予

定通り実施することができました。 

鉄道身障者福祉協会では、これまでは主として会員の福祉向上に向けた事業の運営を行

ってまいりましたが、会員数の減少する中で、障害者福祉の向上を念頭に置いた運営を行

っていくことも必要であると考え、学識者及び他の団体などと協議を進めております。ま

た、顕彰事業において鉄道１５０年記念障害福祉賞を創設し、懸賞作品の募集を行いまし

た。入賞者の作品は雑誌リハビリテーション臨時号に掲載して関係個所に配布いたしまし

た。 

 

 各事業の概況は次のとおりです。 

 

１．低利融資事業（第一種社会福祉事業） 

  身障者の生活を維持向上させるため、経済的に援助することを目的として、昭和２７ 

年に開始されました。 

  当時、国鉄から２００万円、鉄道弘済会から４００万円のご寄付をいただき、資金が

設けられました。その後鉄道弘済会からの特別助成金等により、現在資金は６，０１５

万円となっています。 

  令和５年度の貸付および返済はありませんでした。 

  令和５年度から、現行制度下における医療用補装具制作費用の融資を実施したが、申

込はありませんでした。 

 

２．更生相談事業（第二種社会福祉事業） 

  相談に応じた件数は、下表のとおり。 

方法・ 

内容 
融資 生活 職業 年金等 医療 補装具 就学 共済他 計 

面 接          

通 信    ２７  ３  ６ ３６ 

訪 問          

計    ２７  ３  ６ ３６ 

    （注）取扱期間：令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

       前年同期に比べ４３件の減となっています。 



 

 

３．顕彰事業（公益を目的とした事業） 

 （１）身障者下山賞  

   昭和２４年故下山国鉄総裁のご遺族から贈られた寄付金をもとに、国鉄の業務上の

事故により身体に障害を負った者の自立の努力による功績を顕彰するために設けられ

たものです。 

   表彰は、令和元年度の第７０回で区切りといたしました。 

 

（２）特別功労賞 

   平成１４年、鉄道身障者福祉協会の創立５０周年記念として、地方協会の発展に

特段に功労のあった会長又は、地方協会三役として永きにわたり会長を支え、会長

に準ずるような功労のあった者等を表彰する制度を設けました。 

   令和５年度の推薦はありませんでした。 

 

（３）鉄道９０年記念奨励賞 

   昭和３７年鉄道開業９０周年の記念事業として設けられた顕彰事業で、当時国鉄

から３００万円、鉄道弘済会から２００万円のご寄付をいただき、これを基金とし

て創設されました。 

   令和２年度の第５８回の表彰をもって鉄道９０年記念奨励賞の表彰制度を終了と

いたしました。 

 

（４）鉄道１５０年記念障害福祉賞 

   鉄道開業１５０年の記念事業として障害福祉等の顕彰作品募集を新規事業として

創設し公募を行いました。   

      

４．出版事業 

   当協会の発行していた身障者福祉専門誌「リハビリテーション」は、昭和２８年に

創刊し、令和２年度末で６２６号を数えます。発行回数は年１０回で、毎号あたり

３，６００部発行していました。なお、公益財団法人鉄道弘済会にご援助いただき、

全国の施設・ＪＲ各本社及び主要駅等にも贈呈していました。 

   令和２年度の９月号、１１月に懸賞作品特集の臨時号発刊以降休刊しております。 

    

 



 

 

５．義肢製作費補助事業 

  鉄道従事者に肢切断による公務障害者が多いことから、鉄道弘済会では義肢を製作す

る場合に障害者本人が負担する経費を補助する制度を設けていましたが、当協会の会員

の利用が多いことなどから、昭和６２年に制度の移管を受けたものです。 

  令和５年度中の取扱い件数は１０件で、給与した金額は７．８万円となっております。

これは、令和４年度と比較して件数は４件減、金額は７．１万円の減となっております。 

 

６．共済事業 

   会員相互の助け合い精神を深め、災害、死亡等の不幸に際して経済的な援助を行う

ため、昭和３３年から実施しています。 

現在の総資産は、４，６２１万円です。 

 令和３年度共済制度の見直しを行い、大規模災害発生時の救済を目的とすることと

いたしました。 

令和５年度は、秋田地区の水害発生に伴う被災に対し１件の給付を行いました。 

 

７．創立１００周年記念事業 

   鉄道身障者福祉協会では協会発足１００周年を記念して、１世紀にわたる会員のあ

ゆみを集約した１００年史の編纂を行うこととし、令和３年１２月に鉄道弘済会 2 名、

鉄道身障者福祉協会６名による百年史検討会を発足し、資料の検討をすすめてまいり

ました。 

   令和５年度は、百年史検討会を５回開催し、資料の検討を行っております。 

 

８．ＪＲ会社増収協力活動 

   かねてより当協会会員に対し、ＪＲ会社への増収協力を呼びかけており個人旅行や

家族旅行実施などの実績を報告してもらっている。 

令和５年度中の実績は次のとおりです。 

（単位：千円） 

期別 件数 延人員 金額 

令和５年度計（Ａ） ２３７ ３３５ ３，７３１ 

令和４年度計（Ｂ） ３２５ ３８８ ３，８５３ 

増減（Ａ）―（Ｂ） △８８ △５３ △１２２ 

 



予算 決算 増 減 本年度決算 前年度決算 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

収 事業活動収入計 9,282 10,996 △ 1,714
収
益

サービス活動収益計 7,500 0 7,500 流動資産 121,441 124,695 △ 3,254

支 事業活動支出計      13,218 13,162 56
費
用

サービス活動費用計      13,162 10,809 2,353 固定資産               10,461 10,461 0

△ 3,936 △ 2,166 △ 1,770 △ 5,662 △ 10,809 5,147 資産の部合計 131,902 135,156 △ 3,254

収 施設整備等収入計 0
収
益

 サービス活動外収益 3,496 4,205 △ 709 流動負債 696 1,785 △ 1,089

支 施設整備等支出計 0
費
用

サービス活動外費用計 0 固定負債 0

0 0 0 3,496 4,205 △ 709 負債の部合計 696 1,785 △ 1,089

収 その他の活動収入計 0 経常増減差額   △ 2,166 △ 6,604 4,438 基本金 10,461 10,461 0

支 その他の活動支出計 0
収
益

特別収益計 0

0 0 0
費
用

特別費用計 0 次期繰越活動増減差額 120,744 122,910 △ 2,166

0 特別増減差額            0 0 0  (うち当期活動増減差額) △ 15,264 △ 9,329 △ 5,935

△ 3,936 △ 2,166 △ 1,770 △ 2,166 △ 6,604 4,438 純資産の部合計 131,205 133,371 △ 2,166

122,909 122,910 122,910 129,514 △ 6,604 負債及び純資産の部合計 131,901 135,156 △ 3,255

118,973 120,744 △ 1,771 120,744 122,910 △ 2,166 注1）千円未満切捨て

120,744 122,910 △ 2,166 注2）単位：千円

当期資金収支差額合計 当期活動増減差額 

前期末支払資金残高 前期繰越活動増減差額

当期末支払資金残高 当期末繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

施
設
整
備
等

サ
ー

ビ
ス

活
動
外施設整備等資金収支差額 サービス活動外増減差額

そ
の
他 特

別
増
減

その他の活動資金収支差額

予備費支出

繰
越
活
動

勘定科目 勘定科目

事
業
活
動

サ
ー

ビ
ス
活
動事業活動資金収支差額                    サービス活動増減差額

資金収支計算書 事業活動計算書 貸借対照表
（自令和５年４月１日至令和６年３月３１日） （自令和５年４月１日至令和６年３月３１日） （令和６年３月３１日）



財  産  目  録 別紙４

(令和06年03月31日　現在)
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法人事業合計        １様式 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取  得  価  額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

    現金預金

      現金 本部他 運営資金 25,584

      預金 81,684,716

        普通預金 事業資金合計 80,229,870

          普/三菱UFJ 90978 三菱UFJ銀行 本部事業資金 2,118,561

          普/三井住友信託 3473 三井住友信託銀行 本部事業資金 367,443

          普/三井住友 618475 三井住友銀行 融資事業資金 48,181,197

          普/三井住友信託 3464 三井住友信託銀行 融資事業資金 1,968,662

          普/みずほ 1201739 みずほ銀行 共済事業資金 10,062,799

          普/三井住友信託 3206 三井住友信託銀行 共済事業資金 6,423,066

          三菱UFJ 76570 顕彰口 三菱UFJ銀行 顕彰事業資金 651,629

          三菱UFJ 76596 出版口 三菱UFJ銀行 出版事業資金 475,438

          三菱UFJ 77275 更生口 三菱UFJ銀行 更生事業資金 9,957,708

          三井住友信託銀、東京 三井住友信託銀行 本部事業資金 23,367

          ゆうちょ銀行 4362668 ゆうちょ銀行 出版事業資金

          振替貯金 ゆうちょ銀行 1,454,846

          小計 81,710,300

      有価証券 39,730,700

        第152回共同発行市場 10,000,000

        第181回利付国債 10,000,000

        第182回利付国債 9,763,200

        第180回利付国債 9,967,500

      事業未収金

　　　　　　　　　流動資産合計 121,441,000

  ２．固定資産

  (１)基本財産

    土地

    建物

    定期預金 10,461,000

　　　　　　　　　基本財産合計 10,461,000

  (２)その他の固定資産

      土地

      建物

      構築物

          その他の固定資産合計

　　　　　　　　　固定資産合計 10,461,000

　　　　　　　　　資産の部合計 131,902,000

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

    短期運営資金借入金

    事業未払金

    その他の未払金

    未払費用 507,002

    預り金 16,571

    職員預り金

    前受収益 172,500

　　　　　　　　　流動負債合計 696,073

  ２．固定負債

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取  得  価  額 減価償却累計額 貸借対照表価額

    設備資金借入金

    長期運営資金借入金

　　　　　　　　　固定負債合計

　　　　　　　　　　　負債合計 696,073

　　　　　　　　　　差引純資産 131,205,927




